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私たちの中部（平成27年２月１日現在）■人口107,574人【男51,037人・女56,537人】■世帯数40,965世帯

特
集

最終回

中
面
に
続
き
ま
す

特集：東ほうきの国物語（最終回）

特集：水の流れでつながる中部

鳥取看護大学＆鳥取短期大学通信

特集：季節の防災特集
（春の全国火災予防運動、新生活と応急処置）

インターネットのトラブルから
 子どもたちを守るために
（中部消費生活センター情報）

ほうきリサイクルセンター
 特別受付と再利用品のご案内

お忘れではありませんか？
 交通災害共済加入受付中

鳥取県中部のイベントカレンダー ３月・４月

　
雨
上
が
り
の
朝
、
倉
吉
博
物
館
が
あ

る
打
吹
山
の
木
々
の
中
に
入
っ
て
い
く

と
、
濃
い
空
気
に
身
体
が
包
ま
れ
ま
す
。

身
体
を
覆
っ
て
い
た
濃
密
な
気
配
が
水

滴
と
な
り
、
足
元
で
微
か
に
水
の
流
れ

る
音
が
聞
こ
え
ま
す
。
途
切
れ
が
ち
な

細
い
筋
が
や
が
て
太
く
繋
が
り
、
羽
衣

池
を
潤
す
滝
ま
で
到
達
す
る
と
大
き
な

流
れ
と
な
っ
て
池
へ
と
吸
い
込
ま
れ
て

い
き
ま
す
。

　
そ
の
水
は
や
が
て
、
ま
ち
な
か
を
流

れ
る
川
と
な
り
、
そ
し
て
町
と
町
を
分

け
隔
て
る
大
き
な
境
界
と
な
っ
て
日
本

海
に
達
し
て
い
き
ま
す
。

　
川
に
は
橋
が
か
か
り
、
向
う
岸
と
つ

な
が
っ
て
人
の
往
来
を
待
ち
ま
す
。
川

は
、
人
を
寄
せ
付
け
る
自
然
の
恵
み
で

す
。
大
地
を
潤
す
水
に
人
が
集
ま
り
、

そ
こ
に
人
々
の
営
み
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
造
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
遺
産
。
中
部

圏
域
に
お
い
て
先
人
が
築
き
残
し
て
き

た
数
々
の
遺
産
を
振
り
返
り
ま
す
。

水
の
恵
み
が
育
ん
だ
中
部

う
つ
ぶ
き
や
ま

は
ご
ろ
も

い
け



支
流
小
鴨
川
は
、
昨
年
、
河
川
の
水
質
日
本

一
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
つ
づ
ま
っ
た
中
部
の

地
形
が
も
た
ら
し
た
清
流
で
す
。
中
部
圏
域

の
河
川
沿
い
に
広
が
る
先
人
の
知
恵
が
か
た

ち
と
な
っ
て
伝
え
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

重
層
な
歴
史
遺
産
が
存
在

　

奈
良
時
代
、
東
伯
耆
は
伯
耆
国
の
中
心
地

域
で
し
た
。
倉
吉
に
は
『
国
の
華
』
国
分
寺

が
建
立
さ
れ
、
伯
耆
国
を
統
括
す
る
国
庁
も

置
か
れ
ま
し
た
。
都
の
意
思
を
い
ち
早
く
伝

え
る
古
代
山
陰
道
に
は
駅
が
設
置
さ
れ
情
報

を
集
約
し
て
終
着
地
ま
で
届
け
ま
す
。
山
陰

道
沿
線
に
は
、大
高
野
官
衙
遺
跡（
琴
浦
町
）

や
特
別
史
跡
斎
尾
廃
寺
跡
（
琴
浦
町
）
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
奈
良
時
代
に
な
っ
て
東
伯
耆

に
国
の
重
要
施
設
が
集
ま
る
の
は
、
弥
生
・

古
墳
時
代
と
い
っ
た
そ
れ
ま
で
の
時
代
の

人
々
の
営
み
の
積
み
重
な
り
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。

　

弥
生
時
代
を
特
徴
づ
け
る
祭
祀
具
の
銅
鐸

は
、
東
伯
耆
で
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
特

に
泊
銅
鐸
（
湯
梨
浜
町
）
は
、
使
用
さ
れ
た

状
況
が
分
か
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
東
京
国

立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
勾
玉
や

管
玉
と
い
っ
た
宝
石
類
の
製
作
も
弥
生
時
代

の
幕
開
け
と
と
も
に
長
瀬
高
浜
遺
跡
（
湯
梨

浜
町
）
で
始
ま
り
ま
す
。
全
国
最
古
級
の
玉

作
り
の
集
落
で
す
。
山
陰
地
方
特
有
の
四
隅

が
飛
び
出
し
た
特
異
な
姿
の
弥
生
墳
墓
、

阿
弥
大
寺
墳
丘
墓
群
（
倉
吉
市
）
は
、
こ
の

種
の
墓
と
し
て
完
成
度
の
高
い
形
態
を
示
し

ま
す
。

　

古
墳
時
代
に
目
を
向
け
る
と
、
県
内
の
古

墳
の
数
は
全
国
２
位
。
中
部
圏
域
に
は
そ
の

半
数
が
存
在
し
て
い
ま
す
。国
分
寺
古
墳（
倉

吉
市
）
や
馬
ノ
山
古
墳
群
（
湯
梨
浜
町
）
と

い
っ
た
古
相
の
古
墳
か
ら
し
っ
か
り
と
し
た

石
組
を
持
つ
横
穴
式
石
室
墳
ま
で
古
墳
時
代

全
期
を
通
じ
て
優
秀
な
古
墳
文
化
が
存
在
し

ま
す
。
長
大
な
古
墳
の
姿
か
ら
は
、
往
時
の

権
力
の
大
き
さ
を
、
豊
富
な
副
葬
品
か
ら
は

中
央
と
有
益
な
関
係
を
結
ん
だ
先
人
の
努
力

を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

奈
良
時
代
に
続
く
平
安
時
代
そ
し
て
中

世
・
近
世
に
お
い
て
も
東
伯
耆
は
、
情
報
と

知
恵
、
そ
し
て
技
術
の
集
約
す
る
場
所
と
し

て
周
辺
地
域
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。

　

伯
耆
一
宮
経
塚
（
湯
梨
浜
町
）
の
出
土
品

は
、
平
安
時
代
の
末
法
思
想
を
考
え
る
上
で

貴
重
で
あ
る
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

中
部
が
つ
く
り
出
し
た
清
流

　

鳥
取
県
の
地
図
を
広
げ
る
と
、
東
・
西
部

に
く
ら
べ
、
中
部
圏
域
は
細
く
つ
づ
ま
っ
て

い
ま
す
。
蒜
山
高
原
や
津
黒
高
原
に
押
し
上

げ
ら
れ
凝
縮
さ
れ
た
森
の
恵
み
は
、
濃
厚
な

エ
キ
ス
と
な
っ
て
幾
筋
も
の
谷
あ
い
を
潤
し

肥
沃
な
平
野
を
造
り
出
し
ま
す
。

　

中
国
山
地
か
ら
日
本
海
ま
で
の
距
離
が
短

い
中
部
圏
域
の
河
川
は
、
急
流
で
あ
る
か
ら

こ
そ
淀
む
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
天
神
川
の

　

三
佛
寺
（
三
朝
町
）、大
日
寺
（
倉
吉
市
）、

地
蔵
院
（
倉
吉
市
）
は
い
ず
れ
も
密
教
寺
院

の
古
刹
と
し
て
平
安
か
ら
鎌
倉
の
秀
麗
な
仏

像
を
祀
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
期
に
お
け
る
藩
倉
（
湯
梨
浜
町
・
北

栄
町
）
や
台
場
（
湯
梨
浜
町
・
北
栄
町
・
琴

浦
町
）の
存
在
は
、わ
が
国
の
物
流
を
支
え
、

そ
し
て
、
諸
外
国
と
の
緊
張
関
係
を
物
語
る

遺
産
と
し
て
後
世
の
我
々
に
伝
え
て
い
ま

す
。

遺
産
か
ら
学
び  

つ
な
が
る

　

我
々
が
住
ま
う
こ
の
中
部
圏
域
に
は
、
遥

か
悠
久
の
時
代
以
来
、
連
綿
と
歴
史
が
刻
ま

れ
、
伝
統
が
築
き
あ
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
誇
り
と
す
る
、
そ
し
て
地
域
に
愛

着
を
感
じ
る
数
々
の
遺
産
が
あ
り
ま
す
。

　

歴
史
は
、
過
ぎ
去
っ
た
無
用
な
も
の
で
は

な
く
、
今
を
生
き
る
我
々
に
指
針
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
東
伯
耆
の
人
々
が
歩
ん
だ
姿
か

ら
中
部
圏
域
の
も
つ
底
力
を
学
び
と
り
、
圏

域
全
体
に
、
そ
し
て
次
代
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

東ほうき の 国物語
最終回：過去から現在、そして未来へ

Ｐ2

寄
稿…

根
鈴 

輝
雄 

さ
ん
（
倉
吉
博
物
館
館
長
）

ね
れ
い  

て
る
お

水 の流れでつながる中部

日本海から見た中部の水系 ～山々と河川～

　

中
部
圏
域
を
流
れ
る
河
川
は

中
国
山
地
か
ら
日
本
海
へ
と
注

ぎ
ま
す
。
津
黒
山
が
源
流
の
天

神
川
や
東
大
山
の
地
獄
谷
が
源

流
の
加
勢
蛇
川
、
鉢
伏
山
な
ど

が
源
流
で
東
郷
池
を
経
由
す
る

橋
津
川
な
ど
な
ど
。
こ
れ
ら
の

流
れ
は
、
流
域
に
暮
ら
す
人
々

と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
し

た
。

　

か
つ
て
河
川
の
流
れ
は
物
資

の
輸
送
に
活
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
江
戸
時
代
、
湯
梨
浜
町
橋

津
や
北
栄
町
由
良
宿
に
は
、
江

戸
や
大
坂
で
売
る
米
を
保
管
す

る
鳥
取
藩
の
藩
倉
が
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
藩
倉
へ
と
続
く
河
川

で
は
、
村
々
か
ら
年
貢
米
が
船

や
筏
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
天
神

川
で
は
三
朝
町
若
宮
や
倉
吉
市

国
府
、
上
古
川
あ
た
り
ま
で
、

舟
底
の
浅
い
高
瀬
舟
が
上
っ
て

い
た
と
、
当
時
の
藩
の
記
録
に

あ
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
中
部
圏
域
は
食
の
み

や
こ
鳥
取
県
の
ど
真
ん
中
。
豊
か
な

水
は
、
お
米
や
二
十
世
紀
梨
、
ス
イ

カ
な
ど
、
大
地
の
恵
み
を
も
た
ら
し

ま
す
。
ま
た
、「
黒
い
ダ
イ
ヤ
」
と
呼

ば
れ
る
東
郷
池
の
し
じ
み
や
倉
吉
市

関
金
町
特
産
の
わ
さ
び
な
ど
、
恵
み

の
水
が
美
味
を
育
み
ま
す
。
さ
ら
に
、

栄
養
分
を
含
ん
だ
水
が
流
れ
出
る
日

本
海
で
は
白
イ
カ
や
岩
ガ
キ
、
猛
者

エ
ビ
な
ど
、
海
の
幸
に
も
恵
ま
れ
ま

す
。
山
か
ら
海
へ
と
注
ぐ
水
の
流
れ

は
、
食
の
み
や
こ
の
源
で
す
。

　

一
滴
の
湧
水
が
重
な
り
合
っ
て
流

れ
と
な
り
、
大
海
原
へ
と
注
ぐ
。
そ

の
流
れ
は
、
中
部
圏
域
に
暮
ら
す
人
々

を
潤
す
誇
り
で
す
。

コーイキー博士

日本海
北
南

倉吉市

琴浦町

湯梨浜町

三朝町

　
か
つ
て
伯
耆
国
の
中
枢
を
担
っ

た
東
ほ
う
き
の
歴
史
を
伝
え
る
遺

産
。
伝
え
ら
れ
た
歴
史
は
、
積
み

重
な
っ
て
未
来
へ
と
つ
な
が
る
絆

じ
ゃ
。
そ
し
て
、
そ
の
絆
は
山
か

ら
海
へ
と
注
ぐ
水
の
流
れ
の
よ
う

に
、
脈
々
と
時
代
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
て
ゆ
く
の
じ
ゃ
な
。

北栄町

つ
ぐ
ろ
せ
ん

て
ん

じ
ん
が
わ

は
し
づ
が
わ

は
し

づ

ゆ
ら
し
ゅ
く

わ
か
み
や

ひ
る
ぜ
ん
こ
う
げ
ん

つ 

ぐ
ろ
こ
う
げ
ん

ひ 

よ
く

か
せ
い
ち

こ
　
う

か
み
ふ
る
か
わ

は
ち
ぶ
せ
や
ま

ひ
が
し
だ
い
せ
ん

じ
ご
く
だ
に

大山
打吹山

蜘ヶ家山

津黒山

小鹿渓

三徳山

俵原高原

鉢伏山 大平山

地蔵峠
大山滝

船上山

地獄谷

烏ヶ山

蒜山高原

東郷湖

三徳川
　俵原高原などを源流に三徳山、三朝温

泉などを経て、天神川に合流します。カ

ジカガエルが棲み、流域で生産される三

朝神倉大豆はイソフラボンの含有量が高

く、幻の大豆と呼ばれています。

天神川
　かつて橋津川へ流れていた下流は、江

戸時代に北栄町江北の天神山から東方に

続く岩盤の掘削工事によって、直接日本

海へ流れるようになりました。小鴨川と

の合流地点から上流は、かつて竹田川と

呼ばれていました。

加勢蛇川
　上流には「日本の滝百選」にも選ば

れた大山滝など多くの滝が見られます。

“大山の奥座敷”とも呼ばれるこの周辺

は、ブナの原生林が生い茂り、中国自

然歩道も整備され、絶好の森林浴スポッ

トです。

か せ い ち

小鴨川
　烏ヶ山を源流とし、倉吉市和田東町で国

府川に、倉吉大橋付近で天神川に合流しま

す。昭和９年の室戸台風被災を契機に、現

在の倉吉河川国道事務所が設置され、国直

轄の改修事業が開始されました。

※

図
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
標
高
や
縮
尺
は
厳
密
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
す
べ
て
の
山
や
川
、
池
を
表
記
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

この記事に関するお問い合わせ先：0858-24-5127（事務局中部発信課）、４月１日から：0858-36-5211（事務局中部創生課）

写真提供：倉吉河川国道事務所

大高野官衙遺跡

現地説明会の様子

平野を潤す源流

小鹿渓

大山滝
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お 

が
も
が
わ

ひ
が
し
ほ
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き

お
お
た
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か
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が

さ
い
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は
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じ

さ
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し  

ぐ
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ま
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ど
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た
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ど
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た
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が
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さ
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ぞ
う
い
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さ
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は
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そ
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ま
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だ
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に
ち  

じ

く
だ
た
ま

な
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せ   

た
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は
ま

う
ま   

の  

や
ま

国宝 伯耆一宮経塚出土

銅経筒
どうきょうづつ

（倭文神社所蔵）
しとり

からすがせん

だいせんだきえきた

たわらこうげん

かんのくら

こ

う

ほ
う
き 

い
ち
の
み
や
き
ょ
う
づ
か

あ
　 

み  

だ
い 

じ  

ふ
ん
き
ゅ
う  

ぼ  

ぐ
ん



このページの情報に関するお問い合わせ先：0858-29-5126（消防局予防課）

この記事の情報に関するお問い合わせ先：0858-29-5122（消防局警防課）
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　平成２６年中の救助出場
件数は５０件で、前年と比較
すると６件の減少となりま
した。 0
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合計
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救
助
の
事
故
別

※

カ
ッ
コ
内
は
前
年
の
数
字

救助
出場件数
救助
出場件数

　平成２６年中の火災発生
件数は５０件で、前年の５４
件に比べて４件減少しまし
たが、２年ぶりに火災による
死者が発生しました。 0

5

10

15

20

25
平成 26 年

平成 25年

琴浦町北栄町三朝町湯梨浜町倉吉市

19
21

11 10

3 2 3

8

18

9

建物火災
林野火災 
車両火災 
船舶火災
その他  
合　計
１位：ストーブ ６件、火入れ ６件
３位：たき火 ４件、たばこ ４件
５位：放火・放火疑い ３件
死者 
負傷者 
損害額

：２６件
：２件
：６件
：１件
：１５件
：５０件

：１人
：８人
：110,480万円

（３５件）
（５件）
（４件）
（０件）
（１０件）
（５４件）

（０人）
（７人）
（111,348千円）

火
災
の
種
類

※

カ
ッ
コ
内
は
前
年
の
数
字

出
火
原
因

被
害
状
況

火災
発生件数
火災
発生件数

　平成２６年中の救急出場
件数は4,527件で、前年と比
較すると144件の減少となり
ました。 0

500

1000

1500

2000

2500
平成 26 年

平成 25年

管轄外琴浦町北栄町三朝町湯梨浜町倉吉市

2263 2279

701 604
359 334

562 549
786 758

0 3

救急
出場件数
救急
出場件数

平均12.4件 /日

１日あたりの救急出場件数
平成２６年

救急車の適正利用にご協力をお願いします。

　―
―

も
し
、
倒
れ
て
い
る
人
を

見
つ
け
た
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う

行
動
し
ま
す
か
。

　
進
学
、
就
職
、
転
勤
や
異
動
。

こ
の
季
節
は
新
し
い
生
活
が
始
ま

る
と
と
も
に
「
新
し
い
責
任
」
が

生
ま
れ
る
時
季
で
も
あ
り
ま
す
。

責
任
あ
る
社
会
の
一
員
と
し
て
、

自
分
一
人
で
一
人
の
命
を
救
え
る

よ
う
、
人
命
救
助
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
心
構
え
を
持
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

平成２６年火災・救急・救助概況

春の全国
火災予防運動

春の全国
火災予防運動
３月１日（日）～３月７日（土）

鳥取看護大学 ・ 鳥取短期大学
春のオープンキャンパス開催 ！

★無料送迎バス：倉吉駅５番バス乗り場 発車時刻10:25、10:45
　　　　　　　　　（帰りは、短大発16:10、16:25）
★お申込み・お問い合わせ：鳥取短期大学 入試広報課（電話：0858-26-9171）

●と　　き ３月２２日（日） 11:00 ～ 16:00（受付 10:15 ～）
●ところ 鳥取短期大学
●内　容 授業体験、キャンパスツアーなど

進学を希望する高校生や社会人の方はもちろん、ご家族や一般の方の
参加も大歓迎！ ぜひ、お気軽にお越しください。

昼食無料！
バスで無料送迎！

住宅用火災警報器を
適切に設置しましょう

季節の防災特集

火災が増える時季を迎えます。日ごろから火災を
予防することを意識し、対策をしておきましょう。

鳥取看護大学 ＆
鳥取短期大学通信

①寝室 寝室に使用する部屋の天井または壁面に、
煙感知式のものを設置しましょう。

②階段 就寝に使用する部屋がある階の階段室の上部
に、煙感知式のものを設置しましょう。

電池切れの時には、新しい電池に交換してください。警報器
本体は、おおむね１０年で新しい警報器に交換しましょう。

※

　

平
成
27
年
２
月
２
日
か
ら
、

消
防
局
新
庁
舎
で
業
務
を
開

始
し
ま
し
た
。

消
防
局
新
庁
舎

業
務
開
始
の

お
知
ら
せ

３
階

２
階

１
階

消防局指令課

消防局総務課、
警防課、予防課

倉吉市
防災センター

〒682-0922
鳥取県倉吉市福守町
415番地の２　

所
在
地

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

代 　 表
総 務 課
警 防 課
指 令 課
予 防 課
（予防係）
（危険物保安係）
Ｆ Ａ Ｘ

0858-29-5119
0858-29-5120
0858-29-5122
0858-29-5124

0858-29-5126
0858-29-5127
0858-29-7750

：
：
：
：

：
：
：

消防局新庁舎
配置案内

新生活と応急処置
～１人で1人の人を助けられるようになろう～

倒れている人を見たら ⇒応急処置の基本、心肺蘇生の手順

１. ２. ３.

４.５.　
引
っ
越
し
先
、
新
勤
務
地
な
ど
の
駅

や
役
所
等
公
共
施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ

て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
必
要
な
と

き
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
設
置
場
所
を

把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
る
場
所
を

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

肩を叩きながら
声をかける

反応が無かったら
大声で助けを求める

胸骨圧迫の後
人工呼吸を２回行う

呼吸があるかどうか
確認する

呼吸が異常なら
すぐに胸骨圧迫を行う

大
丈
夫
で
す
か
？

わ
か
り
ま
す
か
？

救
急
車
を
呼
ん
で
！

Ａ
Ｅ
Ｄ
を

持
っ
て
き
て
！

胸
と
腹
部
の
動
き
を
見
て
、

「
普
段
通
り
の
呼
吸
」
を

し
て
い
る
か
、
10
秒
以
内
で

確
認
し
ま
す
。

約
１
秒
か
け
て
、

胸
の
上
が
り
が
見
え
る
程
度
に

息
を
２
回
吹
き
込
み
ま
す
。

誰か来てください！
人が倒れています！

胸骨圧迫30回

圧迫位置は
胸の真ん中人工呼吸ができない

ときは、胸骨圧迫を
続けます。

※

胸骨圧迫と人工呼吸を
繰り返します。

※
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就
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
が
重
な
る
引
越
時
期

の
、
土
曜
日
及
び
日
曜
日
に
ほ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
を
特
別
開
場
し
、
ご
み
の
搬
入
を
受
け

付
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ほ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で

は
、
回
収
さ
れ
た
家
具
等
の
中
か
ら
、

状
態
が
良
く
ま
だ
使
え
る
も
の
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
再
利
用
品
は

抽
選
に
よ
り
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
セ
ン
タ
ー
へ
お

越
し
に
な
り
、
実
物
を
ご
覧
に
な
っ
た

上
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
抽
選
の

日
程
に
つ
い
て
は
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

引
越
し
に
あ
た
り
、
不
要
な
家
具
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
セ
ン
タ
ー
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
「
再
利
用
品
と

し
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
窓
口
に
お

申
し
出
い
た
だ
く
こ
と
で
、
通
常
は
有

料
で
お
引
き
取
り
す
る
所
を
、
再
利
用

が
可
能
か
確
認
の
上
、
無
料
で
お
引
き

取
り
い
た
し
ま
す
。
小
型
家
電
に
つ
い

て
は
「
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」
で

の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
そ
ち
ら

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

小
型
家
電
収
集
の
本
格
実
施
に
伴
っ
て
、
冊
子

「
ご
み
の
区
分
と
出
し
方
」
が
平
成
27
年
４
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。
ご
み
に
よ
っ
て
分
別

区
分
が
変
更
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

手
元
に
届
い
た
際
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
電

子
版
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
も
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
ち

ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　近年、携帯電話やスマートフォンをはじめ、携帯音楽プレイヤーやゲーム
機など、子ども達の身の回りには簡単にインターネット（以下ネット）に接
続できる機器が増え、ネットは生活に必要不可欠なものとなっています。そ
の一方、子ども達の成長に悪影響を与える情報や、誤った使い方等によって
事件・事故に巻き込まれることも少なくありません。
　このようなリスクを減らし、安心・安全なネット利用環境をつくるため、
国は「青少年インターネット環境法」のなかで、鳥取県も「青少年健全育成条例」
によって、子どもにネットを利用させる際の保護者の責務を規定しています。
保護者自身がネットの特徴を理解し、子ども達を見守ることが大切です。

出前講座のお申込み・お問い合わせは
各市町の消費生活相談窓口へご連絡ください。

０８５８  -  ２２  -  ２７１７℡：倉吉市 消費生活相談窓口

０８５８  -  ４３  -  １１１１℡：三朝町 消費生活相談窓口
０８５８  -  ３７  -  ５８６６℡：北栄町 消費生活相談窓口
０８５８  -  ５２  -  １７０３℡：琴浦町 消費生活相談窓口

０８５８  -  ３５  -  ５３８３℡：湯梨浜町 消費生活相談窓口相談受付：月曜日～土曜日
相談時間：火～土曜日／午前９時～午後５時３０分
　　　　　月曜日・祝日の翌日／午前８時３０分～午後５時
　　　　　（※月曜日・祝日の翌日は電話相談のみ）
場　　所：倉吉市駄経寺町187-1　倉吉交流プラザ２階

相談無料・秘密厳守   ☎０８５８－２２－３０００
 中部消費生活センター詳しくは まで！

インターネットのトラブルから
子どもたちを守るために

中部消費生活センター情報

子
ど
も
た
ち
を

ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る

方
法
を
知
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う

相談員
ほっとらいおん

保護者にできる 3つの対策

適切に
インターネットを
利用させる

適切に
インターネットを
利用させる

フィルタリング（閲覧制限機能）などを設定するフィルタリング（閲覧制限機能）などを設定する

保護者の理解と見守りが必要です

1 3
　子どものネット利用状況
を把握しておきましょう。
また、子どもが使用する端
末はフィルタリング（後述）
やペアレンタルコントロー
ル機能※を必ず設定するよ
うにします。保護者の機器
を使わせる際は、ネット接
続機能を制限し、パスワー
ド管理を徹底しましょう。

　購入時に携帯電話会社のフィルタ
リングサービスを申し込みます。子
どもが１８歳未満の場合、保護者は
その旨を伝える義務があり、携帯電
話会社もサービスを適用する義務※

があります。※一部例外あり

家庭のルールを
つくる
家庭のルールを
つくる

2
　子どもが利用したいサー
ビスや利用状況を保護者も
確認できるルールが必要で
す。ルールは一方的に押し
付けず、なぜルールが必要
なのか一緒に話し合って決
めましょう。トラブルが発
生してもそれを隠さず、す
ぐ相談するように伝えてお
きましょう。

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
中

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
中

　
平
成
27
年
度
交
通
災
害
共
済
の
受
付
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
共
済
の
特
色
と
し
て
、
損
害
保
険
、

自
動
車
総
合
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
も
、
保
険

金
と
は
別
に
見
舞
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
掛
金
は
第
１
種
ワ
ン
コ
イ

ン
（
５
０
０
円
）
と
第
２
種
ツ
ー
コ
イ
ン
（
１
０
０

０
円
）
で
気
軽
に
加
入
で
き
ま
す
。

　
見
舞
金
は
医
療
機
関
へ
の
入
院
・
通
院
１
日
目
か

ら
お
支
払
い
し
ま
す
。
通
学
、
外
出
で
自
転
車
に
乗

ら
れ
る
方
・
汽
車
・
バ
ス
に
乗
ら
れ
る
方
・
観
光
旅

行
に
出
ら
れ
る
方
に
お
勧
め
の
共
済
で
す
の
で
、
未

加
入
の
方
は
今
一
度
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

☎0858-22-8159

☎0858-37-3111

☎0858-35-3111

☎0858-55-0111

☎0858-43-3513

☎0858-36-1023

加入の申し込み、お問い合わせは下記の窓口まで！

倉吉市役所
湯梨浜町役場
三朝町役場
北栄町役場
琴浦町役場
広 域 連 合

地域づくり支援課
総 務 課
危 機 管 理 課
総 務 課
総務課分庁総合窓口
事務局環境福祉課

：
：
：
：
：
：

※ペアレンタルコントロール：子どもに悪影響を及ぼす可能性のある情報に対し、保護者が視聴・利用制限を掛けること。また、そのための装置やソフトウエアの機能。

携帯電話の場合

　上記のフィルタリングサービスに
加え、搭載されているWEBブラウザ・
アプリ内でフィルタリング機能を設
定します。説明書やヘルプを参照し
ましょう。

スマートフォンの場合

　機種によってはネットに接続でき
るため、子どもがネットを利用する
可能性があれば、フィルタリングや
ペアレンタルコントロールの設定が
必要です。

パソコン、ゲーム機、タブレット等の場合

● 交通事故から時間が経過していても（１年以内）

● 通院１日の事故でも

● 事故証明書が取れない交通事故でも

● すでに入院、通院の途中でも

● 色々な事故（単独の自転車事故等）でも
● けがが悪化し、等級などが変わっても

⇒見舞金をお支払いします！

等級 認定日数 見舞金
１等級（最大） 死亡等 1,000,000円
16等級（最小） 1日～５日 30,000円

１種
掛金500円
（年間）

等級 認定日数 見舞金
１等級（最大） 死亡等 2,000,000円
16等級（最小） 1日～５日 60,000円

２種
掛金1,000円
（年間）

平成２７年度の

加入受付が

始まっています！

平成２７年度の

加入受付が

始まっています！

ほ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

特
別
受
付
と
再
利
用
品
の
ご
案
内

ほ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

特
別
受
付
と
再
利
用
品
の
ご
案
内

ほ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

年
度
末
の
特
別
受
付
に
つ
い
て

ま
だ
使
え
る
家
具
等
を

再
利
用
品
と
し
て
提
供
し
ま
す

冊
子「
ご
み
の
区
分
と
出
し
方
」を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

平成２７年3月21日（土）
平成２７年3月22日（日）
平成２７年4月4日（土）
平成２７年4月5日（日）

開場日

※ほうきリサイクルセンターに直
接ごみを持ち込む場合の受付日程
です。収集日についてはお住まい
の市町にお問い合わせください。

事務局環境福祉課 環境係

ほうきリサイクルセンター
℡:0858-36-1025

℡:0858-26-9890

特
別
搬
入
の

お
問
い
合
わ
せ
先

受付時間：午前８時３０分から
　　　　　午後４時３０分まで

再利用品の例

イス

ソファ、テーブルなど

この記事に関するお問い合わせ先：0858-36-1022（事務局環境福祉課）、0858-26-9890（ほうきリサイクルセンター）



上記のほか、順次新しいスケジュールが決定しますので、各市町広報誌・ホームページもご覧ください。
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　ホームページURL：http://www.chubu-furusato-tottori.jp/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（環境に優しい紙を使用しています）検索鳥取中部

鳥取県中部のイベントカレンダー マグネットで
はりつけてね！

マグネットで
はりつけてね！

■青山剛昌ふるさと館開館８周年記念イベント

3月21日（土）～22日（日）、
　　  28日（土）～29日（日） 問青山剛昌ふるさと館（0858）37-5389

【青山剛昌ふるさと館】P

■男女共同参画フォーラム2015
3月1日（日） 問湯梨浜町役場企画課（0858）35-5313

【ハワイアロハホール】

■みささ温泉雛めぐり
3月1日（日）～23日（月） 問三朝温泉観光協会（0858）43-0431

【三朝温泉街】P

■（貸館展）亀井 理 小さな板に描いた油彩展
3月5日（木）～15日（日） 問倉吉博物館（0858）22-4409

【倉吉博物館】

■せきがね芸能まつり
3月8日（日） 問倉吉市関金公民館（0858）45-2119

【関金都市交流センター】

■ノルディックウオーキング教室
3月15日(日) 問湯梨浜町役場健康推進課（0858）35-5375

【泊野球場】

■第３８回 倉吉市創作文華展
3月18日（水）～22日（日） 問倉吉博物館（0858）22-4409

【倉吉博物館】

■倉吉市・関金町合併１０周年記念式典
3月22日(日) 問倉吉市役所総務課（0858）22-8112

【関金都市交流センター】

■（貸館展）鳥取短期大学絣研究室修了作品展
3月27日（金）～29日（日） 問倉吉博物館（0858）22-4409

【倉吉博物館】

■倉吉春まつり
3月27日（金）～５月２０日（水）問倉吉春まつり振興会（商工会議所内）（0858）22-2191

【打吹公園・白壁土蔵群周辺】

■あったか座
3月毎週金・土曜日 問三朝温泉観光協会（0858）43-0431

【三朝温泉ほっとプラ座】

■（貸館展）名越 蒼竹　書展
4月1日（水）～5日（日） 問倉吉博物館（0858）22-4409

【倉吉博物館】

■日本海新聞共催展 くまのがっこう絵本原画展
4月11日（土）～５月１０日（日） 問倉吉博物館（0858）22-4409

【倉吉博物館】

■関金つつじ温泉まつり 前夜祭
4月18日（土） 問関金温泉おまつり実行委員会（養生の郷内）（0858）45-3988

【関金温泉観光団地駐車場】

■関金つつじ温泉まつり
4月19日（日） 問関金温泉おまつり実行委員会（養生の郷内）（0858）45-3988

【関金温泉街一帯】P

■太平記ウォーク
4月19日（日） 問琴浦町役場商工観光課（0858）55-7801

【集合場所：JR御来屋駅】

■三朝温泉五月武者めぐり
4月25日～５月１７日 問三朝温泉観光協会（0858）43-0431

【三朝温泉街】

■第２４回船上山さくら祭り
4月下旬 問船上山さくら祭り実行委員会（0858）55-7801

【船上山万本桜公園】P

■みささ deノルディック
4月第1日曜日・第3月曜日 問三朝温泉旅館協同組合（0858）43-0431

【三朝温泉街】

■無声映画「三朝小唄」活弁上映会
4月第2・第4土曜日 問三朝温泉観光協会（0858）43-0431

【芝居小屋ニューラッキー】

■青山剛昌名探偵コナン特別原画展２０１５
4月1日（水）～５月３１日（日） 問青山剛昌ふるさと館（0858）37-5389

【青山剛昌ふるさと館】

３月のイベント情報３月のイベント情報

４月のイベント情報４月のイベント情報

▼イベントがある日に　 マークがついています（複数日開催のものは初日のみ）。　■のイベントは右側で紹介しています。▼イベントがある日に　 マークがついています（複数日開催のものは初日のみ）。　■のイベントは右側で紹介しています。P

みささ温泉雛めぐり
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3月1日（日）～23日（月） 三朝町

関金つつじ温泉まつり
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4月19日（日） 倉吉市

第24回船上山さくら祭り
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4月下旬　琴浦町

青山剛昌ふるさと館開館８周年記念イベント
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3月21日（土）～22日（日）
28日（土）～29日（日）

 北栄町
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